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論 文 内 容 の 要 旨
　ヴィッキー・アン・リッチングス氏の学位申請論文は、「日本語教育・日本語学習における文学教材―現
状と展望―」と題するものであり、EFL（English as a Foreign Language）の世界では文学を教材として使
うことの意義や可能性についての研究や実践が広く行われているのに対し、日本語教育では先行研究も皆無
に等しく、教育現場での活用も極めて限られていることに対する疑問から出発している。本論文の目的は、
この疑問の解明を通して、日本語教育における文学教材の意義と可能性を追求するとともに、日本語教育に
おける文学教材の扱いの背後にある言語観、言語教育・学習観を明らかにすることを目指している。
　本論文は、１章から５章までで構成されている。
「第１章　序論」
　第１章では、本研究の背景にある文学教材に関する EFL 及び外国語教育における文学教育の変遷と文学
教材に関する先行研究について述べ、続いて外国語としての日本語教育における文学教材に関する先行研究
を概観した上で、日本語教育における文学教材の現状に関する問題の所在を提示し、本研究の目的と研究方
法を示す。
「第２章　外国語教育における学習基準の分析」
　第２章では、文学教材の日本語教育における位置付けを把握するための一つ目の調査として、３つの学習
スタンダードにおける教材としての文学の位置付けに焦点をあて、それぞれの基準における教材としての
文学はどのように取り上げられているのかを考察している。学習スタンダードは、言語教育の新しい方向
性を打ち出すものであると同時に、これまでの教室活動における暗黙の価値観を反映したものである。し
たがって、世界の３つの地域におけるスタンダードを比較することで、日本語教育における文学教材の扱
いが EFL と異なる理由を探ることが可能になる。調査対象のスタンダードは、１）国際交流基金（Japan 
Foundation）が開発した JF 日本語教育スタンダード、２）ヨーロッパの欧州言語共通参照枠 CEFR、３）
アメリカの全米外国語教師協会（ACTFL）におけるナショナル・スタンダーズ（National Standards）である。
この３つのスタンダードを取り上げる理由は、各スタンダードの開発背景や理念、外国語教育の位置付けが
細かいところで異なっているものの、どのスタンダードも学習者の言語熟達度を表す客観的基準であり、外
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国語教育の促進を目指す目的で開発された教育枠組みであることで知られているからである。本章では、各
スタンダードにおける文学教材の位置付けを分析し、いずれのスタンダードにおいても文学教材に関する記
述があり、教材の一つとして認められていることを見いだした一方で、日本語教育のみを対象とする JF 日
本語教育スタンダードにおいては、他の２つと比較して文学教材の扱いが少ない上に、文化的な側面に対す
る言及がないことを指摘し、日本語教育において文学教材が軽視されている現状の一端が学習スタンダード
にも顕在化していることを明らかにしている。
「第３章　文学的テキストを用いる教材の分析」
　第３章では、文学教材の日本語教育における位置付けを把握するための２つ目の調査として、日本語教材
における文学的テキストの出現割合と扱われ方の傾向を検証することを目的に、文学的テキストを用いる日
本語教材の分析を行っている。具体的には、１）現在の日本語学習を目的とした教科書の中に文学的テキス
トが取り上げられているかどうか、２）教科書全体の学習目的とレベルは何か、３）使用されている文学的
テキストのジャンル、時代、学習目的は何かを調査し、日本語教育における文学教材のあり方について検討
している。
　分析の結果、リッチングス氏が確認できた国内の日本語教科書535冊のうち文学的テキストを扱っている
教科書は冊で、全体のわずか４% にとどまっていることが明らかとなった。このことは、日本語教育に
おいて文学的テキストの活用が非常に限られていることを示している。さらに、各教科書で提示されている、
文学的テキストを使った学習活動の分析の結果、日本語の語彙力や読解力を養うことを目的とした学習活動
が中心で、欧米の EFL 教育に見られる自己啓発や批判的・分析的思考力の養成、文化に対する気づきを促
進するといった文学的テキストのメリットを生かした学習活動は見られないことを明らかにしている。
「４章　日本語の授業における日本文学の扱いに対する日本語教師の認識の考察」
　第４章では、日本語の習得を目的とした授業における日本文学教材の使用の現状と、学習リソースの一つ
としての日本文学の扱いに対する日本語教師の認識を考察するために、47名の日本語教師を対象としたアン
ケート調査の結果を分析し検討している。アンケートでは、日本文学を取り上げる日本語教師がいるかどう
か、そして日本文学を取り上げている教師の場合、どのように扱っているのか。さらに、文学作品を教材と
する際のメリットとデメリットを日本語教師はどう考えているのかを中心に質問している。
　分析の結果、７割の教師が日本文学を授業で扱った経験があり、日本文学を扱った経験の有無を問わず、
今後使用することに積極的であることが判明した。その一方で、多くの日本語教師が、日本文学を扱うこと
の意義や目標をどこに見いだすことができるのか、そして、文学教材を使って学習者のニーズに応える授業
を提供できるのかどうかについて不安を抱えており、教授法に関する情報や教材化を求めていることも明ら
かになった。さらに、本章では自由記述のアンケート結果の分析をもとにこうした教師の認識の背後にある
要因について考察を行い、日本語教師が学習者の日本語運用能力の向上や学習者のニーズを過剰に意識して
いることが要因である可能性を指摘している。
「５章　結論」
　５章では、２章から４章で述べた３つの調査分析の限界及び課題について述べるとともに、この３つの調
査から明らかになった、日本語教育において文学教材が重視されない理由について、１）日本語教育におけ
る「文化」の軽視、２）文学的テキストをオーセンティック教材とは捉えない教材観、３）日本語運用能力
の向上に焦点化した教育観と学習者ニーズの過剰意識の３点を挙げている。
　本章では、欧米における EFL 教育での文学的テキストの扱いに関する議論を参照しながらこれら３点を
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批判するとともに、文学教材が日本語学習者に目標言語の豊かさと多様性に触れさせる機会を与えるリソー
スとなりうる可能性を指摘し、従来の日本語教育の方法論に対するオルタナティブな実践としての文学教材
の活用のあり方と今後の方向性についての提案を行っている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　リッチングス・ヴィッキー・アン氏の学位申請論文は、日本語教育における文学教材の意義と可能性を追
求するとともに、学習スタンダードの比較分析、日本語教材の分析、文学の扱いに対する日本語教師の認識
の調査分析という3つの側面から、日本語教育における文学教材の扱いの背後にある言語観、言語教育・学
習観を明らかにしている。以下において、本論文の独創性を中心に審査の結果をまとめる。
　本論文は、EFL（English as a Foreign Language）の世界では文学を教材として使うことの意義や可能性
についての研究や実践が広く行われているのに対し、日本語教育では先行研究も皆無に等しく、教育現場で
の活用も極めて限られていることに対する疑問と問題意識から出発している。自身がかつて日本語学習者で
あり、かつ生まれ育った母国における複言語・複文化主義の下で言語教育を受けてきたという背景を持つリッ
チングス氏ならではの、日本語教育を外から俯瞰的に見る視点に基づく問題意識自体が非常に独創的である
と言える。
　本論文は、この疑問の解明を通して、日本語教育における文学教材の意義と可能性を追求するとともに、
学習スタンダードの比較分析、日本語教材の分析、文学の扱いに対する日本語教師の認識の調査分析という
３つの側面から、日本語教育における文学教材の扱いの背後にある日本語教育における実用偏重主義と、言
語と文化を切り離してみる言語の道具的見方を明らかにしている。教材分析やアンケート調査などに基づい
て、日本語教育における言語観、言語教育・学習観を実証的に明らかにしたものはまだ限られており、貴重
な研究であると言える。
　それぞれの調査も綿密にデザインされており、丁寧かつ緻密な分析がなされているため、得られた知見に
説得力がある。また、この３つの調査の手法には、リッチングス氏自身の創意工夫が多く盛り込まれており、
これらの工夫は、言語教育に関するさまざまなテーマやトピックの調査分析に応用可能であると思われる。
今後、こうした調査研究を行う際のモデルとなるような、洗練された手法を考案している点も高く評価できる。
　さらに特筆すべきは、リッチングス氏の研究が、日本語教育における文学教材の現状と今後の展望にとど
まらず、文学教材を切り口に、日本語教育において主流となっている言語観、言語教育観、学習観自体をあ
ぶり出したことにある。さらに、欧米での言語教育で議論されているテーマが、国内の日本語教育において
はほとんど議論されていないという事実自体が、日本語教育に特有の価値観や事情の存在を示唆しているこ
とに対する着眼も、これまでの日本語教育における関連研究には見られないオリジナリティを持っている。
　このように、リッチングス・ヴィッキ ・ーアン氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、
問題点がないわけではない。３つの調査分析の完成度は非常に高いが、この３つの調査結果の間で、異なる
傾向が若干見られた点については、追加調査を行うなどしてより考察を深める必要があると思われる。また、
欧米の EFL 教育との比較にとどまり、日本語教師の言語教育観に影響を与えているであろう国内の英語教
育との比較がなされていない点、また、学習者の認識に対する調査が行われていない点なども、問題点とし
て挙げられる。しかしこれらの点は、本論の博士学位申請論文としての価値を損なうものではなく、むしろ
今後の課題として位置づけられるべきであろう。
　以上、審査員４名はリッチングス・ヴィッキー・アン氏の論文を慎重に審査し、06年１月5日に行った
口頭試問の結果を併せて協議した結果、リッチングス・ヴィッキ ・ーアン氏の論文が博士（言語コミュニケー
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ション文化）の学位を授与するに相応しいものであると判断するに至り、ここに報告するものである。
